
平成２４年度　地域活性化事業交付金　交付決定事業実績　【小山地区】

交付決定 交付金額

事業の目的 事業の実績 事業の成果 事業実施団体による自己評価 年月日 （単位：円）

小山広報協議会 『おやま広報』発行事業

　小山地区内で活動する団体は、事業
の実施や活動報告を各団体が発行する
広報紙や小山地区の地域情報紙を活
用して周知していた。しかしなから、
様々な広報紙により、事業の周知をす
る事は、情報が埋もれてしまうことが多
く、情報を得ようとする者も必要な情報
の得方が分かりにくいのが現状でした。
そこでH22年この状況を打開するため、
小山地区の情報を一括編集した『おや
ま広報』を創刊した。今年度も地域住民
が情報を把握活用しやすくする事によ
り、地域活性化を継続して図るもの。

H24.6.1 『おやま広報』第12号発行
H24.8.1 『おやま広報』第13号発行
H24.10.1 『おやま広報』第14号発行
H24.12.1 『おやま広報』第15号発行
H25.2.1 『おやま広報』第16号発行
H25.4.1 『おやま広報』第17号発行
　　※ H25.3.26日納品
※広報紙規格A4サイズ 4ページ　(2
ページ分カラー)
　　第12～15号6100部第16～17号6300
部 発行
※毎回発行にあたって、企画・編集会議
を5回実施。

『おやま広報』の発行により下記の①～
④の効果が得られた。
①地域課題に取組む自治会活動を掲
載し自治会の加入促進に貢献した。
②地域課題に取組む公的活動を掲載し
担い手育成に貢献した。
③地区内の有益な公共的情報を一括周
知することによりして参加者の
　　増加に貢献した。
④公共的活動などを周知することにより
団体の育成や連携強化に貢献
    した。

　小山地区内の公的行事等を中心とす
る情報については、各公的団体が個別
に情報発信をしており集約されていない
ため、読者である住民にとっては不便な
面があった。そこで小山地区の情報を
一括してまとめた『おやま広報』を発行
することによって住民が情報を把握活
用し易くして地域活性化が図られた。

H24.6.1 820,000

宮下自治会 おやこ村農園推進事業

①子供達（保護者を含む）の農業体験。
次世代を担う人づくり。
②子ども会のイベントとして実施するこ
とにより子ども会入会者増加を狙う。
③世代間コミュニケーション（老人会・福
祉施設の参加）。
④夏祭り、収穫祭等の参加者増加。地
域コミュニティの活性化。
⑤福祉施設等への収穫物配布による社
会福祉推進。
⑥向陽小学校の”ひまわりのふるさとづ
くり”に協力。

　近年農業従事者の高齢化に伴い全国
各地で耕作放棄地が増えている。又、
逆に一般の人が野菜作り等をしようと
思っても農地を借りることができないた
め農業体験をすることができないが自
治会会員の畑を所有者の指導のもとに
自治会と子供会が共同で耕作・管理し、
農業体験を通して地域住民全体で働く
大変さ、収穫の喜び、食の大切さを学習
する事ができた。(農作業受託方式)
　また収穫物は収穫祭等のイベントに使
用するほかに地域の福祉施設等に寄贈
した。

　地区自治会地域の子どもたちが農業
体験を通じて、
　農作業への理解が深まった。
　地域の福祉施設との交流が出来た。
　自治会と子供会・育成会との親密度が
増した。
　収穫祭イベントと文化祭を同時開催し
参加者の増加を図られた。

　地区自治会地域の子ども会とタイアッ
プし、農業体験を通じて働く大変さ、収
穫の喜び、食の大切さを学んだ。また、
地域のお年寄りや福祉施設入居者等に
も参加を呼び掛け世代間の交流や弱者
へのいたわり等も学び、地域の振興が
図られ、地域の公的団体の担い手発掘
にもつながった。

H24.6.1 295,000

宮下自治会
地域及び地域活動の情
報発信および広報に関
する事業

①自治会活動を、広報誌・インターネット
を利用し、幅広く情報発信することによ
り、諸活動への参加者増加を図る。又、
共同住宅居住者に多い未加入者の自
治会加入促進を図る。
②ホームページ活用のために「パソコン
クラブ」を運営し、より多くの会員に迅速
な広報活動
を行うとともに、メール等による地域住
民からの直接の情報収集が期待でき
る。

・「自治会だより」の発行　A3両面カラー
2500部　5回　会員・協力企業等に配布
　・「加入促進等特集号」発行　A3両面
カラー　2000部　2回　未加入世帯を含
む全戸配布
・パソコンクラブによりＨＰや広報誌編集
技術者育成。
・各種会議、研修会のIT化　パワーポイ
ントによるビジュアル化の充実
　・安全・安心と地域情報（歴史的遺物
の所在紹介など）を盛り込んだ自治会
加入促進カレンダーの作成
　・印刷についてはなるべく古紙配合率
の高い紙を使用するように検討する。

　加入促進号を見て自治会未加入者か
ら問い合わせがあり、実際に加入した。
　自治会だよりのカラー化により読みや
すくなったとの意見が多い。
地域の防災マップを全世帯に配布でき
た。
　加入促進ツール（加入促進等特集号）
が出来、加入促進が加速する。
自治会内で加入促進に関しての意見・
討議が活発になった。

　自治会内地域住民を対象に、自治会
活動を幅広くＰＲし、諸活動への積極的
な参加を促し、自治会未加入者の加入
促進を進め、自治会活動を活発化させ
地域全体の活性化を図った。

H24.6.1 800,000
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小山地区防災対策
協議会

小山地区防災対策拡充
事業

①防災への意識を高め、地域住民が共
に助け合う「共助」の環境が整う。
②災害弱者・要援護者（承諾者）を把握
し、助け合いの見取り図が整備できる。
③災害発生から復興段階に有用な各分
野の技能・技術・知識を有する住民の掘
り起こしと
救援活動をリードするメンバーのマイス
ター・リストが整備される。
④災害発生時の生活用水の確保のた
めの、井戸の所在と提供に関する情報
が整備される。
⑤防災セミナーや救急救命講習などを
実施し、住民の防災意識を高める。

・災害発生時の生活用水確保のための
井戸の調査と地域内井戸マップ作成及
び標識設置。
・地域内の災害弱者調査と災害時の救
済体制の構築。
・防災意識を高めるための防災セミナー
の開催。

・災害弱者・要援護者（承諾者）を把握
し、助け合いの見取り図を整備した。
・災害発生から復興段階に有用な各分
野の技能・技術・知識を有する住民の掘
り起こしと救援活動をリードするメンバー
のマイスターを募集。
・災害発生時の生活用水の確保のため
の、井戸の所在と提供に関する情報が
整備された。
・防災セミナーなどを実施し、住民の防
災意識を高めた。

　防災への意識を高め、地域住民が共
に助け合う「共助」の環境が整った。

H24.6.1 435,000

小山地域資料編纂
委員会

小山地域資料編纂事業

　小山地域の自然・歴史・伝承・現況等
については、個別には市史、各種行政
資料、調査報告、或いは一般書籍として
刊行・発行されているが、全体を通じて
記述された刊行物がなく、このため地域
の自然歴史等を知ろうとする場合、個々
別々に文献・資料を探さざるを得ないの
が現状である。
　このような勉学上の不便を解消し、よ
り一層小山の文化・伝統の振興を図り、
併せて地域の活性化に寄与すべく地域
資料編纂委員が分担し関連する各種の
文献・資料を可能な限り博捜し更に新た
な魅力を加え集大成した冊子を編纂す
ることとした。

『私たちの小山』　―小山地域誌―
　１色刷り　　マットコート紙
　Ａ４版１３０ページ　２５０冊

　『小山地域資料編纂事業』により下記
の①～③の効果が得られた。
①地域課題に取組む地域の歴史的資
料として後世に残る資料を作成完成さ
せて地域文化に貢献した。
②地域課題に取組むボランティア組織
として、歴史資料の分野については、担
い手育成に貢献した。
③事業により、様々な団体や歴史の経
過等を学ぶ事で地域の人達等との交流
連携が進み地域の活性化に貢献した。

　小山地域の自然・歴史・伝承・現況等
については、全体を通じて記述された刊
行物がなく、このため地域の自然歴史
等を知ろうとする場合、個々別々に文
献・資料を探さざるを得ないのが現状で
あり不便であったが、小山地域資料編
纂事業により各種の文献・資料を可能
な限り博捜し更に新たな魅力を加え集
大成した冊子を編纂したことにより、勉
学上の不便が解消され、より一層小山
の文化・伝統の振興を図り、併せて地域
の活性化に寄与できた。

H24.6.1 550,000

小山共育コミュニティ

小山地域の子ども、大
人、高齢者のふれあい
と協力による安心安全
な町づくり事業

　小山地区の幅広い世代の交流とふれ
あいの活動を通して安心安全で美しく落
着いた、
住み良い小山の町づくりを目指す。

・あそびや学びとふれあい活動を通して
地域の人々への支援した。
・地域のごみ拾い、美化活動を行った。
・三世代交流(廃油石けんづくり、紙芝
居、昔のあそび体験・絵手紙講座)を
行った。

　最近の地域社会の人と人とのつなが
りの希薄化から、町の汚れ、犯罪の多
発、青少年問題、孤立などの様々な課
題が生じている。しかしながら、本事業
を実施した事により、地域の子ども、大
人、高齢者が一緒になって取り組む活
動を通じて、人と人とのつながりを深
め、安心安全で美しく落着いた、小山の
町づくりに役立った。

　小山地区の幅広い世代の交流とふれ
あいの活動を通して安心安全で美しく落
着いた、住み良い小山の町づくりに貢献
できたと考えている。

H24.6.1 100,000
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3,000,000


